
第2窪 佛ィ~ri仏）
〆

丸
小
野
村
幸
衛
門
、
福
冶
良
、
角
太
、
和
五
良
世
話
幸
熊
吉
○
柏

村

松

治

（
右
面
に
）
備
前
屋
半
肋
口
犀
利
兵
衛
萩
原
登
八
良

同

三

伐

冶

府

内

真

兵

衛

玉

目

邑

政

太

良

同

浅

吉

、

椎

屋

伝

治

郎

高

獺

屋

十

万

吉

ニ

セ

モ

ト

Ｅ

に

石

工

藤

吉

と

あ

る

。

石
像
は
（
台
石
三
段
で
、
○
・
九
四
米
、
像
の
高
一
・
五
八
巾
○
、
五

七
米
）
群
身
大
の
大
き
さ
で
あ
る
。

（
参
考
）

『

Ｊ

向
っ
て
左
の
口
を
阿
（
梵
字
荊
盈
形
を
、
密
辿
金
剛
、
右
の
口
を
閉
じ

詐

皐

、

／

ナ

ブ

エ

ン

た
畔
（
梵
字
華
唾
形
を
、
那
羅
延
余
剛
と
よ
ば
れ
る
が
、
本
米
は
一
体
の

像
の
分
身
だ
と
云
わ
れ
る
。

し

よ

①
金
剛
杵
を
持
っ
て
仏
法
を
守
護
す
る
も
の
で
、
寺
門
に
よ
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
伽
藍
の
守
護
神
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
像
容
は
、
筋

し

よ

肉
隆
々
と
し
た
上
半
身
を
裸
出
し
、
片
手
に
金
剛
杵
を
持
っ
た
急
怒
形

が
普
遅
で
、
武
装
鐡
怒
形
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
（
西
川
註
令
剛
杵
の
説

明
は
別
図
の
通
り
）

②
「
摂
無
踞
経
」
で
は
「
盆
怒
降
魔
」
の
相
で
、
左
手
を
拳
に
し
て
腰
に

押
し
、
右
手
に
金
剛
杵
を
持
っ
て
、
金
剛
宝
（
金
剛
室
は
、
ダ
イ
ャ
モ

ヨ

ウ

｜

了

、

ン
ド
の
一
一
と
）
の
瑠
路
を
つ
け
、
獣
皮
の
躯
を
天
衣
と
す
る
」
と
説
か

れ
て
、
い
る
。
（
日
本
石
仏
事
典
）

’

一

髭
移
っ
て

非
雀
割
Ｉ
風
迄
金
川
稲

』 御
つ
く
艇

ｌ

霊
~
血
全
御
葱
ら
叩
人
）

脾
埆
吻
丸
へ
ニ
ヶ
ゴ
う

岬
雄
辿
金
剛
砂
縮
削
守
~
~
）１

、

」

、

毎

／

ｈ

』

可

７

１

叫

鯵

に

虹

叩

．

〃

坐
剛
叶
（
舟
鮎
~
‐
ｒ
‐
。

即

伽

剛

仙

墜

↓

い

う

坪

舟

議

→

－7カー

蕊
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③
金
剛
力
士

一

八

一

所

在

地

大

字

柏

（

溜

淵

）

山
下
茂
氏
宅
よ
り
約
五
十
米
程
、
登
っ
た
と
こ
ろ
に
石
段
三
十
段
程
の

自
然
石
の
台
地
に
、
大
師
堂
が
あ
る
。
祠
の
と
こ
ろ
に
石
碑
が
あ
る
が
奉

寄
進
氏
子
中
と
あ
る
の
み
で
創
建
等
不
明
で
あ
る
。
自
然
石
の
く
り
抜

寄
進
氏
子
中
と
あ
る
の
み
で
創
建
等
不
明
で
あ
る
。

き
の
岩
窟
で
右
か
ら
四
十
五
番
不
動
明
王
像
、
四
十
一

四
十
二
番
大
日
如
来
像
が
祀
っ
て
あ
る
。

石
仏
は
台
石
（
縦
○
・
二
○
横
○
・
三
五
米
）
仏
像
は
（
高
○
・
尺
三

巾
○
・
二
六
米
）
の
大
き
さ
で
あ
る
。

金
剛
力
士
と
、
密
通
力
士
を
合

せ
て
、
仁
王
（
二
王
）
と
呼
ぶ
、

寺
門
に
あ
っ
て
、
外
敵
を
打
ち
払

う
役
目
で
、
口
を
開
い
た
阿
形
、

心

シ

閉
じ
て
い
る
畔
形
が
あ
っ
て
、
と

て
も
動
的
な
像
で
あ
る
。
東
大
寺
『

南
大
門
に
あ
る
巨
像
は
、
運
慶
、

快
慶
の
鎌
倉
時
代
の
共
同
作
と
さ

れ
、
我
が
国
で
は
、
最
大
、
最
高

の
仁
王
像
で
あ
る
。
（
仏
像
の
見

方
、
彫
り
方
、
参
照
）

‐

‐

岨

句

拭

．

、

宇

合
じ

ゃ
■
△

■

０

Ｊ

■

》

，

‐

盈

一

ｌ

●
０
や

ら

●

》
《
雪
一
一
印
建
唖
時
，
，
．

秘

蕊
講曹

~~~蝋一
番
千
手
観
音
像
、

6

．'》

熱1
へへ

M

…

聯畷泰
■

一

十
八
ヶ
所
札
書
の
一
番
仏
像
の
釈
迦
如
来
像
が
あ
り
、
台
石
（
巾
○
・
~
二

三
高
○
二
六
米
）
の
上
に
仏
像
（
高
○
・
四
五
巾
○
・
二
米
）
が

あ
る
。
両
側
に
高
野
山
と
台
石
（
巾
○
・
三
七
高
○
・
○
九
）
に
記
さ

れ
た
仏
像
（
高
○
・
五
巾
○
↑
二
五
）
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

~八二二

八二

’

八

三

所

在

地

大

字

高

畑

作
称
神
社
境
内
に
十
体
の
石
仏
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
石
仏
は
、

（
別
記
）
井
竿
五
三
右
衛
門
の
墓
石
の
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
、
阿
国
八
十

所
在
地
大
字
高
畑

部
落
公
民
館
前
の
大
師
堂
の
中
に
、
石
仏
が
三
体
あ
り
、
中
央
は
、
八

ｌ
Ｉ
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露2鱈 偽（イi仏）
．

■

Ｊ

１

守

一

ｒ
Ｊ
Ｌ

○
・
二
八
高
○
・
六
四
米
切
石
）
次
に
大
日
如
来
（
巾
○
・
一
五
高

番
は
前
の
大
師
堂
の
中
に
在
り
、
他
の
地
区
に
祀
っ
て
あ
る
何
番
と
明
記

さ
れ
て
あ
る
石
仏
は
、
こ
こ
を
基
準
と
し
て
八
十
八
ヶ
所
に
祀
ら
れ
て
あ

る
が
、
現
在
奉
祀
地
区
の
約
三
分
の
二
程
度
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。

ど
の
上
に
石
仏
（
高
○
・
五
二
巾

○
・
二
三
米
）
の
同
型
で
あ
っ
て
一

三
番
釈
迦
如
来
四
番
大
日
如
来

五
番
地
蔵
菩
薩
六
番
薬
師
如
来

七
番
弥
陀
如
来
八
番
千
手
観
音

九
番
釈
迦
如
来
十
番
千
手
観
音

五
十
三
番
弥
陀
如
来
）

台
石
（
巾
○
・
三
三
高
○
・
一

八
ヶ
所
の
諸
仏
を
柏
在
二
部
菅
尾

こ
の
地
に
二
番
よ
り
十
番
及
五
十
三

番
の
十
体
が
在
る
。
（
二
番
弥
陀
如
来

二
部
菅
尾

部
落
民
家
よ
り
川
に
沿
っ
て
約
五
十
米
程
上
っ
た
岩
の
下
に
石
仏
五
体

か
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

右
側
よ
り
金
比
羅
大
権
現
奉
寄
進
貞
之
十
内
サ
カ
と
自
然
石
に

（
巾
○
・
二
四
高
○
・
三
六
米
）
刻
み
あ
り
次
に
馬
頭
観
世
音
（
巾

’

八

四

所

在

地

大

字

大

見

口

（

岩

下

）

地
区
含
）

先

。 刺

●

■ に
奉
祀
さ
れ
て
あ
る
が
、

■

Ｂ
ａ

認

鶏 藷灘
礎
、
。
、篭

翻臘，

る
。
別
に
銘
が
な
い
の
で
不
明

○
・
六
五
米
）
次
に
四
国
八
十
八
ヶ

所
中
六
十
四
番
札
所
阿
弥
陀
如
来

と
台
石
（
巾
○
・
三
二
高
○
・
一

五
）
に
あ
り
仏
像
（
巾
○
、
二
三
高

○
・
五
三
米
）
が
あ
る
。
最
左
は
、

台
石
（
巾
○
・
三
厚
○
・
五
米
）

の
上
に
（
巾
○
・
一
五
高
○
・
四

四
厚
○
・
一
五
米
）
の
仏
像
が
あ

る
が
、
無
名
に
て
不
明
で
あ
る
。

部
落
の
人
は
、
こ
こ
を
お
大
師
さ

ん
と
呼
ん
で
い
る
。

一
八
六
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
山
下
）

甲
斐
実
氏
宅
裏
山
に
、
高
さ
（
○
・
六
巾
○
・
一
三
米
）
赤
青
色
で

着
色
さ
れ
た
、
い
か
め
し
い
姿
の
身
代
不
動
明
王
像
の
眉
像
が
建
な
さ
れ

て
↑
の
云
諸

’
八
五
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
岩
尾
野
）

大
日
堂
の
中
に
、
高
さ
○
・
三
二
米
、
巾
○
・
二
米
の
石
仏
一
体
が
あ

－55



一

一

八

七

所

在

地

大

字

滝

上

草
部
商
店
横
に
（
高
○
・
五
横
○
・
三
五
米
）
三
面
馬
頭
観
音
像
が

建
立
さ
れ
て
あ
る
。
以
前
は
一
○
○
米
余
り
東
側
旧
道
沿
に
安
置
さ
れ
て

い
た
が
、
国
道
改
良
に
よ
り
信
仰
心
厚
き
方
々
が
交
通
安
全
を
祈
っ
て
現

在
地
に
奉
祀
し
毎
年
十
月
第
四
日
曜
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
犬
脹
の
頃
（
一
五
七
三
～
一
五
九
○
）
清
正
公
施
政

と
な
り
、
以
来
滴
旺
道
と
称
さ
れ
此
の
街
道
を
通
行
す
る
駄
貨
馬
や
旅
人

一

八

八

所

在

地

大

字

馬

見

原

二

里

木

）

町
道
左
側
の
大
師
鴬
の
中
に
、
石
仏
一
体
が
あ
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
三
月
二
十
一
日

千
手
炊
中
連
。
松
本
敗
冶
と
銘
あ
り

の
安
全
を
祈
願
し
て
部
落
の
人
が
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
伝
あ
り
。

冬

戸

F‐ 寺

V･
イ

●町

１
１

瞳
即
跡 ６

ｈ
Ｊ
？

。

Ｉ

、
’
一

〆1

ノ~

一

八

九

所

在

地

大

字

滝

上

（

竿

渡

）

部
落
前
畑
に
、
石
仏
一
体
（
高
○
・
四
三
台
石
○
・
二
七
米
）
が
建

て
て
あ
る
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。
吉
田
圓
次
文
政
八
曲
年
（
一
八
二
五
）
四
月
吉
日
と

銘
が
あ
る
。

大
日
如
来
像
は
、
牛
又
馬
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
頭
部
が
こ
わ

れ
て
い
る
の
で
良
く
わ
か
ら
な
い
。
外
一
体
は
女
性
像
の
様
で
あ
る
が
、

仏
体
は
明
ら
か
で
な
い
。
記
録
と
し
て
次
の
よ
う
に
銘
記
さ
れ
て
あ
る
。

中
に
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

で
そ
の
根
元
に
、
石
仏
一
体
と
石
碑
が
祀
っ
て
あ
る
。

石
仏
は
（
高
○
・
九
五
巾
○
・
二
二
米
）
竿
渡
村
直
吉
と
あ
り

石
碑
は
、
亨
和
元
年
（
一
八
○
二
》
ｉ
對
歳
七
月
十
四
日

中
央
に
、
奉
納
叫
卜
雌
左
側
に
、
~
’
一
十
四
才
み
え
右
側
に
、
肥
後

国

庄

助

の

銘

あ

り

と
外
一
体
（
高
○
・
二
一
巾
○
・
一
三
米
）
の
二
体
が
ブ
ロ
ッ
ク
室
の

一
九
○
九
○

’

九

一

所

在

地

大

字

柳

井

原

部
落
ｋ
、
冶
丘
の
上
に
大
日
如
来
像
（
高
○
・
二
九
巾
○
・
二
米
）

所
在
地
大
字
滝
上
（
竿
渡
）

部
落
前
畑
の
中
央
部
に
大
き
い
柿
の
木
が
あ
っ
た
が
、
今
は
切
株
の
み

－56－
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’

九

二

所

在

地

大

字

柳

井

原

部
落
入
口
左
側
茶
畑
に
二
体
な
ら
べ
て
祭
祀
し
て
あ
る
。

左
側
（
高
一
・
○
五
巾
○
・
三
九
米
）
台
座
に
安
政
五
年
二
八
五
八
）

己
二
月
七
日
柳
原
寅
八
と
あ
り
右
側
（
高
○
・
九
六
巾
○
・
三

六
○
・
二
五
一
三
巳
の
仏
像
は
、
ヨ
ー
キ
、
ハ
ッ
リ
、
ツ
チ
、
刀
を
手

に
し
た
姿
で
あ
る
。

建
京
寄
進
者
寅
八
と
あ
り
昔
災
害
で
牛
馬
を
な
く
し
た
こ
と
に
よ
り

こ
の
仏
像
を
祭
祀
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

’
九
三
所
在
地
大
字
長
崎
（
下
長
崎
）

大
師
堂
の
中
に
石
仏
六
体
が
あ
る
。

右
側
二
番
明
治
十
五
年
八
月
と
刻
み
あ
り
（
台
石
巾
○
・
三
一
高
○
・

一
○
米
石
仏
巾
○
・
二
三
高
○
・
三
三
米
）

中
央
右
、
奉
念
四
国
八
十
八
ヶ
所
と
あ
り
（
台
石
巾
○
・
三
高
○
・
一

馬
頭
観
音
堂
改
簿
（
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
三
日
）

工

事

費

三

○

円

材

料

寄

進

井

上

孫

市

大

工

坂

本

鶴

吉

建

主

堀
裕
寄
付
者
の
方
十
数
名
記
名
あ
り

五

円

井

上

孫

市

五

円

斗

高

春

治

四

円

井

上

政

次

二

円

五

十

銭

春

日

直

三

円

森

下

長

次

郎

二

円

田

中

政

一

一

円

五

十

銭

坂
本
鶴
子
外
数
名
あ
り

左
側
に
（
台
石
巾
○

五
米
）

他
に
木
仏
三
体
あ
り

’
九
四
所
在
地
大
字
長
崎
（
下
長
崎
）

旧
道
の
上
右
側
に
あ
る
薬
師
堂
の
中
に
石
仏
二
体
あ
り

右
側
（
台
石
巾
○
・
一
九
厚
○
・
○
五
石
仏
巾
○
・
｜
｜
高
○

二
米
）

六
石
仏
巾
○
・
二
二
高
○
・
三
八
米
）

中
央
左
第
一
番
奉
申
請
と
あ
る
（
台
石
巾
○
・
二
六
高
Ｃ
・
一
五
石

仏
巾
○
・
三
言
高
○
・
四
四
米
）

明

治

言

十

「

年

九

月

右
側
の
右
（
台
石
な
し
石
仏
巾
○
・
「
三
高
○
・
五
米
）
大
日
如
来
像

と
思
わ
れ
る
。

右
側
の
中
（
台
石
な
し
石
仏
巾
○
・
’
一
八
高
○
・
四
血
米
）
馬
頭
観
音

像
と
思
わ
れ
る
。

右
側
の
左
（
台
石
な
し
石
仏
巾
○
・
三
四
高
○
・
四
○
米
）
他
に
木
仏

六
体
あ
り

’

九

五

所

在

地

大

字

滝

上

（

竺

渡

）

奈
須
時
江
氏
前
の
畑
の
周
囲
に
、
点
在
し
て
、
同
じ
型
（
高
○
・
八
巾

二
七
厚
Ｃ
◆
一
六
石
仏
巾
○
・
二
高
Ｃ
・

~~

〔
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○
・
三
米
）
の
石
仏
が
五
体
あ
る
。
文
政
八
～
十
年
（
一
八
二
五
～
一
八

二
七
）
の
建
立

仏
が
祀
っ
て
あ
る
。

一
九
九
所
在
地
大
字
長
崎
（
加
勢
群
）

旧
国
道
右
側
（
山
本
蝿
雄
氏
前
）
の
地

蔵
堂
に
石
仏
二
体
あ
り

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
月
二
十
一
日

の
建
立
で
、
石
台
中
央
に
四
国
八
十
八
ヶ

所
と
あ
る
。
（
高
○
・
五
一
米
と
○
・
二
八

米
） 一

九

七

所

在

地

大

字

長

崎

（

栗

山

）

大
師
堂
の
中
に
（
高
さ
○
・
三
三
米
）
三
面
馬
頭
観
音
像
外
二
体
の
石

一

九

六

所

在

地

大

字

長

崎

（

甲

長

崎

）

大
師
堂
の
中
に
（
高
○
・
四
米
○
・
三
一
米
）
石
仏
二
体
あ
、

一

九

八

所

在

地

大

字

長

崎

（

甲

馬

藤
川
商
店
横
の
大
師
堂
の
中
に
、
大
汗

（
高
○
・
四
米
一
体
と
、
高
○
・
五
五
米
）

（
甲
長
崎
）

大
正
八
年
建
立
の
石
仏
二
体
が
あ
る
。

二

○

○

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

鏡

山

）

旧
国
道
牧
の
口
左
側
の
観
音
堂
に
、
石
仏
四
体
あ
り

右
は
馬
頭
観
音
像
で
大
正
十
年
十
一
月
と
し
る
し
あ
る
が
、
外
は
お
大
師

像
と
大
日
如
来
像
、
一
体
不
明
が
祀
れ
て
あ
る
。
（
右
よ
り
高
○
・
四
四

○
・
三
二
○
・
三
四
○
・
四
○
米
）

二
○
一
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
上
塩
出
）

観
音
堂
横
に
石
仏
二
体
あ
り
（
高
○
・
五
二
巾
○
◆
二
五
米
）

建
立
年
月
外
不
明

石
像
は
、
大
日
如
来
（
高
○
・
三
三
巾
○
・
二
二
米
）
一
体
と
八
幡
大

菩
薩
と
刻
ん
だ
自
然
石
（
高
○
・
七
七
巾
○
・
四
四
米
）
が
合
祀
さ
れ

て
あ
る
。

二
○
二
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
下
塩
出
）

中
村
喜
敏
氏
裏
泉
水
の
土
手
に
一
体
建
立
し
あ
る
も
詳
し
く
は
不
明

二

○

三

所

在

地

大

字

米

迫

（

米

山

）

部
落
公
民
館
に
地
蔵
堂
が
併
設
さ
れ
て
あ
る
。
以
前
は
各
個
所
に
祭
祀

さ
れ
て
い
た
も
を
合
祀
さ
れ
た
と
云
う
。

－58－
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「
石
の
地
蔵
さ
ん
」
と
し
て
礼
拝
し
て
大
事
に
し
て
い
る
。

長
さ
○
・
四
米
の
宝
塔
の
一
部
が
あ
る
が
、
詳
し
く
は
不
明

二

○

六

所

在

地

分
校
々
舎
東
側
に

（
縦
○
・
五
四
横

○
・
二
米
）
石
仏
一

体
あ
り
建
立
年
月

等
詳
し
く
は
不
明
で

あ
る
が
、
日
頃
生
徒

が
花
等
を
あ
げ
て

観
音
堂
の
縁
に
石
仏
一
体
あ
り
（
台
石
巾
○
・
二
三

仏
像
（
巾
○
・
三
一
一
高
○
・
五
二
米
）

寛
政
四
年
二
七
九
二
）
先
祖
菩
薩
と
刻
み
あ
る
。

二

○

四

所

在

地

大

字

菅

尾

（

大

久

保

）

甲
斐
光
明
氏
裏
山
に
一
体
祀
し
あ
り
（
高
○
・
五
三

台
石
に
六
十
五
番
十
一
面
観
世
音
と
刻
み
あ
る
。

二

○

五

所

在

地

大

字

塩

原

（

斗

塩

）

大
字
花
上
（
中
神
働
）

巾
○
・
二
三
米
）

厚
○
・
三
米
）

そ
の
横
に
、

二

○

九

所

在

地

大

字

花

上

（

花

寺

）

菅
原
神
社
内
に
石
仏
三
体
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
三
十
八
番
千
手
観
音
（
台
石
巾
○
・
三
二
厚
○
・
一

五
米
）
石
像
（
巾
○
・
二
五
高
○
・
四
五
米
）
三
十
九
番
薬
師
如
来
（
台

石
巾
○
・
三
二
厚
○
．
ヱ
ハ
米
）
石
像
（
巾
○
・
三
~
↓
高
○
・
庇
~

米
）
別
に
弘
法
大
師
（
高
○
・
二
六
米
）
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

さ
れ
て
あ
る
。

二

○

八

所

在

地

大

字

花

上

（

中

神

働

）

地
蔵
堂
の
中
に
石
仏
三
体
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。
四
国
八
十
八
ヶ
所

三
十
五
番
薬
師
如
来
、
三
十
六
番
不
動
明
王
、
三
十
七
番
弥
陀
如
来
、
石

像
は
同
型
で
台
石
（
巾
○
・
三
二
厚
○
・
一
七
米
）
石
像
（
巾
○
・
二

七
高
○
・
五
三
米
）
横
に
宝
筐
印
塔
の
頭
部
と
思
わ
れ
る
一
部
が
合
祀

二

一

○

所

在

地

大

字

柏

（

溜

淵

）

山
下
茂
氏
宅
の
横
に
、
自
然
石
を
く
り
抜
い
た
岩
穴
に
、
仏
像
↑
体
（
横

二
○
七
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
上
塩
出
）

観
音
堂
横
に
、
自
然
石
に
馬
頭
観
世
音
菩
薩
（
巾
○
・
二
高
○
・
三

米
）
大
日
如
来
（
巾
○
・
二
高
○
。
二
七
米
）
と
刻
ま
れ
て
合
祀
さ
れ

て
あ
る
。
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ら
れ
て
あ
る
。
昔
か
ら
「
乳
の
神
」

「
乳
授
け
の
観
音
さ
ん
」
と
し
て
、

信
仰
さ
れ
て
き
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

由
緒
等
詳
し
い
こ
と
は
不
明

本
堂
の
改
築
に
あ

た
り
現
段
上
に
遷

し
ま
つ
ら
れ
た
。

又
町
道
玉
目
線
よ

○
一
二
○
高
○
・
二

一

二

一

所

在

地

以

前

は

、

不

動

堂
の
横
に
奉
祀
さ

れ
て
あ
っ
た
が
、

り
も
参
拝
道
を
取
り
付
け
ら
れ
、
一
般
参
拝
者
も
漸
次
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
云
う
。
（
商
○
・
九
六
厚
○
・
二
七
米
）
左
右
に
太
陽
と
月
の
刻

大
字
柏
（
溜
淵
）

五
米
）
が
祀

I

8 ,@

鷹

二
一
一
一
所
在
地
大
字
橘

公
民
館
建
物
の
中
に
石
仏
十
体
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

昔
は
橘
本
村
外
数
ヶ
所
に
散
在
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
公
民
館
竣
工
の

時
此
の
館
内
に
集
め
祀
ら
れ
村
人
が
一
緒
に
参
拝
出
来
る
よ
う
に
し
た
と

云
わ
れ
る
。
十
体
共
に
無
名
に
て
詳
で
な
い
が
、
諸
仏
の
像
が
合
祀
さ
れ

米
）
次
が
、
八
十
八
ヶ
所
の
内
二
十
九
番
千
手
観
音
（
高
○
・
㎡
二
米
）
、

次
は
弘
法
大
師
で
（
高
○
・
二
七
米
）
台
石
に
世
話
人
山
辺
安
次
良
、
同

武
右
衛
門
、
椎
屋
村
中
と
あ
り
天
保
七
剛
（
一
八
三
六
）
十
月
三
十
一

日
と
刻
み
あ
り

次
に
虚
空
菩
薩
の
石
仏
で
（
高
○
・
六
三
米
）
同
天
保
七
年
で
世
話
人
共

同
じ
。

み
が
あ
り

次
に
ニ
ト
八
番
人
日
如
来
で
（
高
○
・
五
三
米
）
左
側
は
（
高
○
・
：
、

米
）
で
明
治
二
十
八
年
世
話
人
山
辺
九
一
郎
外
十
一
名
四
国
二
十

九
番
旧
正
十
八
日
と
刻
み
あ
り

て
あ
る
。

二

一

三

所

在

地

大

字

橘

（

椎

屋

お
堂
内
に
石
仏
六
体
が
あ
る
。
右
側
よ
り
阿
弥
陀
如
来
（
高
○
・
八

6(）

I
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一
二
六
所
在
地
大
字
東
竹
原
（
野
原
）

竹
原
線
入
口
三
叉
路
左
側
に
石
仏
二
基
あ
り

右
は
、
十
三
番
十
一
面
観
世
音
（
台
石
巾
○
・
三
四
高
○
・
一
四
に
高

○
・
五
五
巾
○
・
二
三
米
）

左
は
、
十
四
番
弥
勒
菩
薩
（
台
石
巾
○
・
三
三
高
○
・
一
に
高
○
．

二

一

五

所

在

地

大

字

下

山

薬
師
堂
（
正
運
山
当
福
寺
）
に
石
仏
二
基
あ
り
ど
ち
ら
も
同
形
の
（
台

石
巾
○
”
三
四
高
○
・
一
五
仏
像
巾
○
・
二
五
高
○
・
五
厚
○
・

一
米
）
も
の
で
八
十
八
ヶ
所
の
一
部
と
思
わ
れ
、
二
十
番
地
蔵
菩
薩
と
、

二
十
一
番
霊
空
蔵
菩
薩
が
祀
れ
て
あ
る
。

三
十
一
番
（
高
○
・
五
六
米
）
文
珠
。
三
十
二
番
（
高
○
・
五
六
米
）
十

二
回
観
世
音
三
十
三
番
（
高
○
・
五
六
米
）
薬
師
如
来
・
二
十
四
番
（
高

○
・
四
一
米
）
不
祥
明
治
十
六
年
江
藤
熊
三
郎
。
勝
熊
と
銘
が
あ
る
。

五
三
巾
○
・
三
米
）

八
十
八
ヶ
所
の
内
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

一

二

四

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

部
落
の
中
心
地
に
阿
蘇
神
社
が
あ
り
樹
齢
約
六
百
年
を
経
た
と
思
わ
れ

る
銀
杏
の
古
木
の
下
に
木
造
瓦
葺
の
祠
が
あ
り
、
そ
の
中
に
石
仏
四
体
が

右
側
台
石
（
巾
○
・
三
二
高
○
．
．
“

一
四
）
石
像
（
高
○
・
四
五
巾
○
・

二
五
米
）
正
面
に
市
木
、
梅
花
山
宝

蔵
福
寺
と
あ
り

横
面
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
巳
．

十
月
吉
日
、
日
向
泊
、
西
竹
原
連
中
ｌ

石
工
阿
蘇
坂
梨
栄
七
と
銘
あ
り

左
側
に
（
巾
○
・
一
四
高
○
・
二
七
米
）

る
。

建
立
年
月
等
不
明

二

’

八

所

在

地

大

字

東

竹

原

町
道
（
竹
原
～
日
向
泊
線
）
右
側

道
上
杉
山
の
中
に
、
お
地
蔵
さ
ん
と

呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
仏
像
二
体

’
二
七
所
在
地
大
字
東
竹
原
（
竹
原
）

大
師
堂
の
中
右
側
に
一
体
あ
り
台
石
六
角
（
高
○
・
一
三
米
）
の
上

に
高
（
○
・
四
三
巾
○
・
一
八
米
）
の
像
あ
り
年
月
等
不
明
な
り

右
側
に
一
体
あ
る
が
（
巾
○
・
三
高
○
・
三
七
米
）
無
名
な
り

が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

（
日
向
泊
）

q

■

千
手
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
あ

■

■
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二

一

九

所

在

地

大

字

柳

（

猿

丸

）

観
音
堂
の
中
に
石
仏
一
体
あ
り
、
十
一
番
薬
師
如
来
と
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
三
三
高
○
・
一
六
米
）
の
上
に
、
石
像
（
高
○
・
五
巾

○
・
二
二
米
）
仏
像
が
祀
っ
て
あ
る
。
横
に
木
造
の
仏
像
が
数
体
合
祀
さ

二

二

○

所

在

地

大

字

柳

町
道
よ
り
右
約
百
米
上
り
佐
藤
睦
美
氏
宅
入
口
左
石
段
を
約
三
十
米
登

っ
た
と
こ
ろ
に
観
音
堂
あ
り
堂
の
中
に
石
仏
二
体
あ
り
。

右
側
は
、
台
石
（
巾
○
・
三
五
高
○
・
一
四
米
）
の
上
に
（
高
○
・
五

二
巾
○
・
二
八
厚
○
・
二
五
米
）

十
五
番
薬
師
如
来
像
、
左
側
は
概
ね
同
型
の
も
の
で
、
十
六
番
千
手
観
音

れ
て
あ
る
。

二

二

一

所

在

地

大

字

伊

勢

（

梶

原

）

観
音
堂
の
中
に
、
石
仏
一
体
（
外
木
造
）
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
二
一
厚
○
・
一
米
）
の
上
に
、
高
○
・
五
四
巾
○
・

二
五
米
の
石
像
で
、
十
二
番
霊
空
蔵
口
と
銘
が
あ
る
。

が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

一
三
二
所
在
地
大
字
伊
勢
（
梶
原
）

梶
原
川
左
岸
に
、
水
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
石
仏
が
祀
っ
て
あ
来
像
台
石
に
干
時
亨
保
六
辛
丑
二
七
二
二
天
八
月
建
立

る
。
（
巾
○
・
二
二
高
○
・
五
米
）
天
保
十
一
年
二
八
四
○
）
六
月
吉

日
と
あ
り
こ
こ
に
は
湧
水
あ
り
て
、
水
道
施
設
が
完
備
さ
れ
る
約
室
十

年
前
迄
は
こ
れ
よ
り
飲
料
水
を
求
め
て
い
た
と
云
う
。
今
で
も
三
月
二
十

一
日
に
は
、
水
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

佐
藤
常
義
氏
宅
下
に
、
湧
水
池
あ
り
水
神
宮
と
し
て
石
仏
が
祀
ら
れ

て
あ
る
。
台
石
（
巾
○
・
四
二
厚
○
・
二
二
米
）
の
上
に
高
○
・
四
五

巾
○
・
二
二
米
の
像
で
、
天
保
十
亥
二
八
三
九
）
七
月
吉
日
と
銘
あ
り
、

以
前
は
飲
料
水
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
水
田
の
用
水
と
し

台
石
（
高
○
・
三
五

巾
○
・
二
七
米
）
の

上
に
仏
像
（
高
○
・

四
五
巾
○
・
一
六

米
）
あ
り
薬
師
如

仏 て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

二
二
三
所
在
地
大
字
伊
勢
（
旅
草
）

二

四

二四

所
在
地

薬
師
堂
の
中
に
石

一
体
祀
し
あ
り

大
字
長
谷
（
目
細
）

一
》』

IM

雷~篝
ー凸一一

凸

■

Ｌ

瀧
F

む
り
“
金

ノ

壷

『
又

儲
一
個
腿

h

~~

。

■

且

Ｐ

》
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－

第2輯石 佛（石仏）

二

’

’

六

所

在

地

大

字

玉

目

（

井

野

）

二

一

一

八

所

在

地

大

字

三

日

（

宿

ノ

谷

）

観
音
堂
の
中
に
石
仏
三
体
合
祀
し
て
あ
る
。

観

音

堂

の

中

に

石

仏

一

体

（

他

四

体

木

造

）

地

蔵

菩

薩

像

が

（

高

○

・

右
側
台
石
（
巾
○
・
三
二
厚
○
・
一
三
米
）
石
仏
（
高
○
◆
五
一
巾
七
四
巾
○
・
三
三
米
）
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

○

・

三

五

米

）

側

に

石

塔

あ

り

て

（

巾

○

・

二

七

高

○

・

四

厚

○

・

二

四

米

）

天

明

七

十

九

番

十

一

面

観

音

二

寅

天

二

七

八

二

）

四

月

吉

日

、

横

面

に

楢

の

谷

村

同

行

十

三

人

と

中
央
台
石
（
巾
○
・
三
二
厚
○
・
一
五
米
）
石
仏
（
高
○
・
五
五
巾
銘
あ
り

七
十
九
番
十
一

中

央

台

石

’

三

五

所

在

地

大

字

長

谷

（

倉

木

山

）

薬

師

堂

に

石

仏

一

一

体

祀

り

し

あ

り

部
落
入
口
左
上
に
、
円
墳
型
の
山
が
あ
る
。
頂
上
ま
で
十
五
米
程
で
、
右
側
台
石
（
巾
○
・
三
三
厚
○
二
六
米
）
石
仏
（
高
○
・
五
一
巾

こ
の
頂
点
に
石
仏
が
一
躍
祀
ら
れ
て
あ
る
。
台
石
（
巾
○
・
門
一
同
○
・
○
・
二
米
）

一

八

米

）

七

十

六

器

薬

師

如

来

像

石
像
高
○
・
六
巾
○
・
頁
米
で
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
五
三
月
十
左
側
台
石
（
巾
○
・
三
三
厚
○
・
一
六
米
）
石
仏
（
高
○
・
乱
一
巾

四
日
と
あ
り
薬
師
地
蔵
像
の
よ
う
で
あ
る
。
台
石
に
も
文
字
あ
る
が
読
○
・
二
四
米
）

○
・
二
四
米
）

み
難
い
。

七
十
八
番
阿
弥
陀
如
来

左
側
台
石
（
巾
○
・
二
五
厚
○
・
一
七
米
）
石
仏
（
高
○
・
四
五
巾

○
・
二
○
米
）

益
城
郡
中
嶋
丹
右
衛
門
元
貞
と
銘
あ
り

南
郷
菅
尾
村
之
産
山
村
姓

一
三
九
所
在
地
人
宇
玉
目
（
宿
ノ
谷
）

観
音
堂
の
入
口
石
段
の
左
側
に
石
仏
一
体
が
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
三
五
厚
○
・
一
七
米
）
石
仏
（
高
○
・
五
五
巾
○
・

七
十
七
番
薬
師
如
来
と
刻
み
あ
り

無
名
寛
政
九
年
ｃ
七
九
七
）
丁
十
一
月
十
八
日
と
銘
が
あ
る
。

二

二

七

所

在

地

大

字

玉

目

／ 、 d 〕

一・､）－



一二皇
と一

如
来
）
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。
同
神
社
の
下
に
以
前
人
家
あ
り
て
家
内
守

護
の
た
め
に
祀
っ
て
あ
っ
た
の
が
こ
こ
に
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
六
十
番
札
所
に
な
っ
て
い
る
。

台
石
（
巾
○
・
一
一
四
崎
○
・
一
五
米
）
仏
像
（
商
○
・
五
五
巾
○
・

二
三
米
）
台
禰
に
六
十
番
大
日
如
来
と
銘
あ
り

二
三
二
所
在
地
大
字
大
見
口
（
平
田
）

薬
師
堂
内
（
公
民
館
併
設
）
に
石
仏
一
体
（
木
仏
四
体
）
が
合
祀
さ
れ

て
あ
る
。
大
師
像
で
、
下
台
石
（
巾
○
◆
二
三
厚
○
・
三
一
米
）
上
台

石
（
巾
○
・
一

七
厚
○
二
米
）
の
上
に
、
仏
像
（
高
○
・
二
二
巾

○
二
五
米
）
が
置
か
れ
、
台
石
に
大
正
十
年
十
一
月
の
刻
み
あ
り

’

’

三

○

所

在

地

大

字

上

差

尾

部
落
納
骨
堂
前
に
石
仏
一
体
が
あ
る
。
（
巾
○
・
二
高
○
・
四
四
厚

○
・
一
八
米
）
薬
師
如
来
像
で
、
亨
和
三
癸
天
二
八
○
三
正
月
十
一

二
二
米
）

台
石
に
、
七
十
~

日
、
横
に
岩
次
と
銘
が
あ
る
。

三

三

所

在

地

大

字

上

差

尾

（

山

造

）

彦
黒
神
社
は
阿
蘇
系
統
の
神
社
で
あ
る
が
、
神
体
の
横
に
石
仏
（
大
日

番

大

日

如

来

と

銘

が

あ

る

。

大
日
如
来
像
で
台
石
（
巾
○
・
四
八
厚
○
・
○
六
米
）
仏
像
（
高
○

五
五
巾
○
・
二
二
米
）
建
立
年
月
等
詳
し
き
こ
と
不
明

二

三

四

所

在

地

大

字

大

見

口

観
音
堂
の
中
に
諸
仏
と
共
に
石
仏
二
体
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
で
六
十
一
番
大
日
如
来
、
六
十
一

音
と
刻
み
あ
り
て
、
二
体
共
大
き
さ
は
（
台
石
巾
○
・
三
二

五
仏
像
巾
○
↓
二
六
高
○
・
五
五
米
）
同
型
で
あ
る
。

一
一
一
一
一
一
一
一

三
三

仏
一
体
が
あ
る
、
十

一
面
観
音
像
で
、
台

行
円
形
花
型
で
（
巾

○
・
二
二
厚
○
・

さ
れ
て
あ
る
、
石

二

三

五

所

在

地

観
音
堂
の
中
に
十

一
体
の
諸
仏
が
合
祀

○
七
米
）
仏
像
（
巾
○
・
二
二
高
○
・
四
五
）
建
立
年
月
等
無
名
の
た

め
不
明

所
在
地
大
字
大
見
口

奈
須
時
男
氏
宅
前
に
、
石
仏
一
体
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

大
字
二
津
留

｜
聯

~

岳

■
』

冠

胴
川
棚
川
Ⅲ
１
１

鱗 罰
黙
,毎j-1塾 ：
夢

Q

や

１

』

叩

「

げ

．

‐

抑

鮴

肌

鵬

恥

帥

恥

晦

唖

噸

妙〃

、言一．

人s窪4
謙
ｔ
こ
『

お霊I
齢

番

観

世

高
○
・
一

~ ~~~

=~ §
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夷2華 佛（イi仏）

二

三

六

所

在

地

大

字

上

差

尾

観
音
堂
の
中
に
諸
仏
（
木
造
）
と

共
に
石
仏
二
体
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

一
体
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
七
十
一

番
で
千
手
観
青
と
台
冶
（
巾
○
・
三

厚
○
・
一
丘
米
）
に
刻
ま
れ
て
い
る

が
、
仏
像
（
巾
○
・
｜
吾
尚
○
・

四
五
米
）
は
人
師
像
の
よ
う
で
あ
る
。

他
の
一
体
は
、
台
石
（
巾
○
・
三
厚

○
．
一
六
米
）
仏
像
（
巾
○
・
二
六
他

○
・
四
七
米
）
は
無
名
の
為
不
明
な
り

二

三

七

所

在

地

元
小
学
校
先
よ
り

林
道
左
入
り
約
五
○

○
米
の
地
点
三
叉
路

杉
山
の
左
上
に
石
仏

一
体
が
建
立
さ
れ
て

あ
る
。
薬
師
如
来
像

で
、
台
石
廷
、
奉
納
、

元
治
二
年
二
八
六
五
）
三
月
六
日
、
野
原
村
中
世
話
人
光
右
衛
門

大
字
東
竹
原
（
野
原
）

何

〃

●

（
百
枝
）

凄き…轡
シ4
4

礎 h
Ｊ
▽

め
~曲

鱈~宙聴
韓

『

／

1

予聯‐”
迎当1-▲…_．

一

〃一今

と
銘
あ
る
。
詳
し
き
こ
と
不
明

－65‐－



＝一

四

国

八

十

八

ヶ

所

廻

国

信
仰
を
主
と
し
、
傍
ら
視
察
見
学
や
、
苦
修
練
行
の
目
的
を
兼
ね
、
現

当
二
世
の
利
益
を
求
め
て
の
廻
国
巡
礼
が
行
わ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
が

最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
云
わ
’
郡
ま
す
。

そ
の
由
来
に
遡
っ
て
見
る
と
、
な
か
な
か
古
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
巡

礼
思
想
は
東
和
ば
か
り
で
な
く
西
欧
に
も
見
ら
れ
る
が
、
我
が
国
に
渡
来

し
た
の
は
印
度
及
び
中
国
か
ら
入
っ
た
も
の
と
云
わ
れ
、
而
も
僧
侶
に
限

ら
ず
一
般
の
信
徒
が
廻
国
巡
礼
を
志
し
、
諸
国
の
霊
場
を
巡
拝
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
平
安
朝
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
礁
人
に
な
っ
て
き
た
と
云

巴

曲

四

ざ

わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
戦
国
時
代
は
、
兵
馬
に
荒
さ
れ
、
路
も
塞
が
り
、
又

危
険
も
多
か
っ
た
た
め
に
衰
微
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
｜
」
の
問
に
も
零
場

巡
礼
は
相
変
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

江
戸
幕
府
が
開
け
、
徳
川
三
百
年
の
平
和
が
維
持
さ
れ
、
住
来
も
自
由

人
は
信
仰
の
熱
が
あ
り
廻
国
の
希
望
が
あ
っ
て
も
種
々
の
都
合
で
簡
単
に

遙
々
と
巡
礼
修
業
に
出
か
け
る
こ
と
か
で
き
た
人
は
、
中
流
以
上
の
家
庭

国
し
た
人
が
霊
場
よ
り
持
吊
っ
た
士
を
拝
ん
で
い
た
と
云
う
。

行
け
な
か
っ
た
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
ｃ
従
っ
て
廻

の
人
々
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
中
流
以
下
の
、
ほ
と
ん
ど
の

Ｉ

に
な
り
《
信
仰
の
熱
も
高
め
ら
れ
、
文
化
を
慕
う
人
々
は
、
枝
を
曳
い
て

な
る
人
、
天
保
十
二
二
八
四
二
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
拝
の
時
、
こ
と

商
畑
年
称
神
社
境
内
に
あ
る
碑
文
に
よ
る
と
、
井
竿
五
三
右
衛
門
道
弘

ご
と
く
霊
場
の
土
を
持
ち
帰
り
て
拍
在
に
分
け
あ
た
え
、
又
謹
か
猫
子
岳

麓
よ
り
数
万
人
に
よ
っ
て
石
を
運
び
、
此
の
肋
に
宅
塔
を
建
立
し
、
又
渚

仏
を
柏
在
八
十
八
ヶ
所
に
安
置
し
た
。
と
さ
れ
て
あ
る
が
、
石
仏
一
番
か

ら
八
十
八
番
ま
で
刻
ま
れ
て
安
置
さ
れ
た
位
置
が
別
図
の
と
お
り
判
明
し

て
い
る
。
し
か
し
長
い
年
月
に
よ
り
風
化
さ
れ
た
り
し
て
不
明
と
な
っ
た

も
の
が
あ
り
、
全
地
区
が
判
っ
て
い
な
い
。

当
時
の
方
々
は
、
こ
の
柏
在
の
地
を
巡
礼
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
別
図
以
外
の
地
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
仏
像
を
発
見
さ
れ
た
方
は
御
教

示

下

さ

哩

雨

雲

八

三

参

照

）

哀
柳
井
原
に
あ
る
四
国
八
十
八
ヶ
所
も
同
じ
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

こ
は
安
雷
さ
れ
て
あ
る
周
囲
が
比
較
的
に
狭
い
の
で
巡
回
が
容
易
で
あ

ブ
。
０

（
恥
一
七
七
参
照
）
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第2鱈石 佛（石仏）

四国八十八ヶ所祭祀場所（石仏）
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六
道
に
立
っ
て
一
‐
ひ
と
び
と
」
の
苦
し
み
を
救
う
六
仏
を
六
地
蔵
と
称
し
、

昔
は
一
日
に
六
回
（
朝
、
盤
、
夕
方
、
初
夜
、
中
夜
、
奥
夜
）
回
向
し
た

と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

石
瞳
の
外
、
板
碑
に
六
体
を
彫
っ
た
‐
・
ロ
の
や
一
体
型
の
六
地
蔵
の
三
種
に

大
別
さ
れ
る
が
、
馬
見
原
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
の
が
、
一
体
型
で
あ
る
。

俗
に
六
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
獅
帷
の
一
種
で
あ
る
。

一

一

“

つ

が

冬

六
地
蔵
は
・
切
の
衆
唯
が
涛
悠
の
業
因
に
よ
っ
て
「
地
獄
」
「
餓
鬼
」
「
畜

し

ゆ

心

生
」
「
修
羅
」
「
人
間
」
「
天
上
」
の
六
つ
の
迷
界
に
ゆ
く
と
さ
れ
て
い
る
。

降
、
供
鍵
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
人
面
を
原
則
と
す
る
が
、
八
画
、
四

誠

人

ぷ

而
も
あ
り
、
単
制
と
鍾
制
の
・
一
繩
が
あ
る
。
施
部
に
六
体
の
地
蔵
を
刻
し
、

二

三

八

所

在

地

大

字

馬

見

原

市
街
地
中
央
部
左
側
に
、
火
伏
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
右
前

に
一
体
型
六
地
蔵
像
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。
諸
説
あ
る
も
何
故
か
六
体
共

睾
頚
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
六
体
共
、
台
石
に
亨
保
三
二
、
七
一
八
）

爽
亥
暦
、

奉

造

立

小

陳

弥

吉

と

銘

あ

り

基
礎
（
高
○
・
四
二
巾
○
・
三
二
米
）
台
石
（
高
○
・
一
八
巾
○
・

石
轤
は
中
国
の
速
の
時
代
に
盛
行
し
た
も
の
が
伝
わ
り
、
鎌
倉
時
代
以

せ

さ

ど

う

二

六

地

像

君

腫

二

三

九

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

町

）

西
角
屋
旅
館
横
に
あ
り
、
（
高
さ
三
、
一
○
米
）
四
面
型
の
地
蔵
尊
が
建

立
さ
れ
て
あ
る
。
第
一
集
に
登
載
さ
れ
て
い
る
の
で
追
記
と
し
て
述
べ
る
。

に
町
内
の
民
の
信
を
あ
つ
め
た
も
の

と
解
せ
ら
れ
今
日
に
至
り
あ
り
。

後
膿
八
出
越
後
妻
女
仁
寿
様
人
が
、

諸
民
の
日
常
の
生
活
を
安
か
ら
し
め

ん
が
為
に
、
先
の
観
音
堂
に
観
音
様

と
合
祀
あ
り
し
お
…
…
時
は
永
禄
六

亥
二
五
六
三
）
年
、
此
の
地
蔵
尊

を
現
在
の
新
町
の
通
り
に
遷
仏
し
た

も
の
な
り
。
近
世
時
火
災
多
か
り
し

火

伏

地

蔵

尊

像

由

来

記

此
の
火
伏
地
蔵
尊
像
は
、
始
め
室
町
時
代
永
禄
年
間
迄
先
き
の
順
正
寺

通
寺
の
号
を
拝
名
す
る
前
の
禅
寺
観
音
堂
（
寺
）
禅
宗
の
寺
に
何
の
日
か

排
か
な
ら
ざ
る
１
口
合
祀
あ
り
し
を
、
当
町
の
力
の
あ
る
商
人
、
藤
原
之
越

に
意
を
、
し
し
て
願
い
て
火
伏
の
守
り

』

四

米
一

像

（
高
○
・
五
八
巾
○
・
二
二
米
）

（
八
田
家
系
図
依
）
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っ
て
親
わ
れ
て
き
て
い
る
。
二
瀬
本
地
蔵
尊
は
、
当
初
大
野
原
に
建
立
さ

れ
て
い
た
が
、
何
時
の
頃
か
詳
で
な
い
が
、
現
在
地
に
祀
ら
れ
、
こ
の
地
、

字
町
の
こ
と
を
通
称
六
地
蔵
と
ま
で
云
わ
れ
、
六
地
蔵
に
買
い
も
の
に
行

く
と
か
、
六
地
蔵
に
何
時
集
合
す
る
よ
う
に
と
か
、
町
名
が
六
地
蔵
の
名

称
で
通
用
す
る
ま
で
発
展
を
し
、
六
地
蔵
が
大
衆
か
ら
尊
敬
を
乗
り
越
え

て
愛
称
さ
れ
て
い
た
。
又
他
村
か
ら
奉
公
に
来
て
い
た
子
守
の
人
等
、
又

老
人
の
方
は
「
ム
シ
ロ
」
を
持
ち
、
子
供
や
孫
を
つ
れ
て
、
ひ
ね
も
す
地

蔵
尊
を
中
心
に
遊
び
た
わ
む
れ
、
遊
び
飽
い
て
は
石
柱
に
傷
つ
け
、
又
は

穴
を
掘
り
、
幾
多
の
傷
跡
も
長
年
の
風
雪
に
埋
も
り
、
手
垢
、
手
遊
び
に

な
め
ら
か
に
な
り
、
現
状
を
呈
し
て
い
る
。

坂
の
上
の
、
佐
藤
利
雄
さ
ん
宅
は
、
古
く
か
ら
上
屋
敷
と
称
し
、
地
蔵

尊
の
守
護
役
を
つ
と
め
た
家
柄
で
、
此
の
伝
統
を
今
も
守
り
継
が
れ
、
毎

年
旧
暦
七
月
七
日
に
は
、
酒
、
野
菜
等
を
供
え
、
地
蔵
祭
り
を
さ
れ
、
又

町
部
落
の
方
々
は
、
七
月
二
十
四
日
に
は
全
員
地
蔵
の
周
辺
を
清
掃
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
の

「
肥
後
路
の
石
仏
」

と
云
う
文
献
に
よ
れ

ば
中
世
以
来
庶
民
に

さ
ん
」
の
愛
称
を
も

が
、
地
蔵
菩
薩
で
あ

る
。
通
称
「
お
地
蔵

部
が
壊
れ
て
い
る
が
一
面
に
次
の
文

字
の
銘
が
あ
る
。

酒
肴
類
を
供
え
て
地
蔵
祭
り
を
盛
大
に
行
っ
て
い
る
。

二

四

○

所

在

地

大

字

下

山

（

村
中
の
道
路
左
上
の
杉
竹
山
の
中

に
四
面
型
の
六
地
蔵
が
建
立
さ
れ
て

あ
る
。
塔
高
約
二
・
一
米
あ
り
中
台

の
上
の
一
面
に
仏
像
の
絵
が
二
体
ず

つ
刻
ま
れ
て
あ
る
。
（
八
体
）
塔
身
の

一
面
に
錘
の
梵
字
が
あ
り
、
大
永

六
年
二
五
二
六
）
と
あ
り
四
六
○

（

年
前
の
も
の
で
相
当
古
く
塔
身
の
一

建
立
は
、
室
町
時
代
二
四
○
○
～前

畑

）
五
○
○
）
の
作
と
云
わ
れ
る
。
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身
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